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を
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的
な
統
一
行
動
の
日
」
と
し
て
、

歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
「
た
た

か
う
メ
ー
デ
ー
」
を
大
き
く
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
働
き
方
改
革
一
括
法
」
が

成
立
し
、
公
務
員
に
も
時
間
外

労
働
の
法
規
制
、
有
給
休
暇
取

得
の
義
務
化
や
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
等
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
同
時
に
「
定
額

働
か
せ
放
題
法
案
」
「
過
労
死

促
進
法
案
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
の
導
入
も
法
制
化
さ
れ
て
お

り
、
裁
量
労
働
制
の
拡
大
の
動

き
な
ど
労
働
環
境
の
悪
化
の
危

険
も
潜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」

と
い
う
動
き
も
あ
り
、
労
働
者

が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
が

奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
、

「
生
活
時
間
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
由
時
間
、
休
息
時

間
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
家

族
と
過
ご
す
時
間
、
育
児
・
介

護
、
地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
、

消
防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
お
祭
り
、

趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
市
民
運
動

な
ど
、
こ
う
し
た
営
み
が
明
日

へ
の
活
力
を
生
み
、
民
主
主
義

社
会
の
基
盤
を
強
く
し
ま
す
。

働
く
者
が
慢
性
的
に
疲
弊
し
た

状
態
で
は
仕
事
も
社
会
も
良
く

な
り
ま
せ
ん
。

長
時
間
労
働
は
非
正
規
労
働

や
個
人
請
負
で
働
く
人
ほ
ど
切

実
で
す
。
複
数
の
仕
事
を
掛
け

持
ち
し
、
残
業
時
の
賃
金
割
増

も
な
い
働
き
方
等
の
実
態
を
改

善
し
、
良
質
な
雇
用
を
増
や
す

と
と
も
に
、
八
時
間
労
働
で
暮

ら
せ
る
よ
う
最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
職
場
で
も
、
超
過

勤
務
縮
減
は
お
ざ
な
り
に
さ
れ

て
い
た
り
、
初
任
給
が
最
低
賃

金
ギ
リ
ギ
リ
等
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

「
メ
ー
デ
ー
の
な
い
五
月
」

を
再
び
迎
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
あ
な
た
も
メ
ー
デ
ー
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
の
第
一
回
を
皮
切
り
に
、
戦

争
時
期
の
一
九
三
六
年
か
ら
一

九
四
五
年
の
メ
ー
デ
ー
が
禁
止

さ
れ
た
時
期
を
の
ぞ
き
、
今
回

で
九
二
回
目
の
節
目
の
メ
ー
デ

ー
と
な
り
ま
す
。

五
月
一
日
は
文
字
通
り
、「
世

界
の
労
働
者
が
連
帯
す
る
国
際

一
八
八
六
年
五
月
一
日
、
ア

メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
労
働
者
が

「
八
時
間
労
働
」
を
求
め
て
決

起
し
た
の
が
メ
ー
デ
ー
の
起
源

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
も
一
九
二
〇
年
上
野
公
園

労
働
者
が
八
時
間
労
働
制
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
全
国
統
一

行
動
が
今
年
で
一
○
一
年
目
と
な
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
を
模
索
す
る
中
で
、

全
国
各
地
で
多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｗ
の
狭
間
の
土
曜
日
と
な
り
ま
す
が
、
各
地
で
の
メ
ー
デ
ー

に
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。

＝メーデーの歴史＝
１８８６年、「１日８時間労働」を勝ち取る

ため、アメリカの労働者がたたかった大規模な
ストライキがメーデーの起源とされています。

当時、働く者を守るルールはほとんどなく、
長時間労働が深刻でした。どの国でも労働者は
１日10数時間も労働を強いられており、８時
間労働は切実な願いでした。
シカゴを中心に全米の労働者がスト
こうした中、全米の労働者が立ち上がりまし

た。1886年５月１日、企業や産業、地域を越
えたストライキ（ゼネスト）がシカゴを中心に
展開され、全国で３５万人もの労働者が結集し、
「８時間は労働に、８時間は眠りに、あとの８
時間はわれわれの自由に」と歌い、デモ行進し
ました。

労働者側は大きな成果を得ましたが、経営者
と警察による激しい攻撃により、運動は後退せ
ざるを得ませんでした。

米国の労働者は1990年５月１日に再度ゼネ
ストを行うことを決定。連帯して欧州など世界
の労働者がストライキとデモに立ち上がりまし
た。この「第１回国際メーデー」を経て、８時
間労働制が世界共通の要求となり、メーデーは
国際的な労働者の団結の日となりました。
１０１年前に日本で初のメーデー

日本の第１回メーデーは1920年５月２日、
東京の上野公園で開かれました。５千とも１万
ともいわれる労働者が結集し、失業防止、最低
賃金法、８時間労働制、シベリアからの即時撤
兵などを求めました。

1930年代前半には世界恐慌が日本に波及
（昭和恐慌）や東北での大凶作で庶民の生活は
厳しくなり労働運動も盛り上がり、組合員数は
戦前で最高になりました。しかし、1936年に
は治安維持を理由に中止に追い込まれ、1945
年まで中止が続きました。



国土交通労働組合に加入してください！

国土交通労働組合 東海建設支部
執行委員長 青山 浩(名古屋国道 管理第一課)までご相談ください。
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が
高
く
な
れ
ば
様
々
な
要
求
が

実
現
し
ま
す
。
一
方
、
組
織
率

が
下
が
れ
ば
待
遇
は
切
り
崩
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
み
ん
な
の
結
集
が
重
要

な
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
は
？

現
在
、
一
級
か
ら
二
級
へ
の

昇
格
は
大
卒
で
三
年
六
ヶ
月
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

九
八
〇
年
頃
は
、
四
年
以
上
放

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
は
退
職
時
概
ね
五
級
の
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時

は
三
～
四
級
（
現
在
の
級
に
換

算
）
で
の
退
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
職
員
が
多
数
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
で
は
身
上
書
で

個
人
の
希
望
や
事
情
を
把
握

し
、
面
談
に
よ
る
意
向
確
認
の

ル
ー
ル
も
組
合
の
運
動
で
作
り

上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
一
斉
面
談
が
二
月
と
な
っ

た
り
、
引
越
費
用
の
精
算
払
い

が
実
現
し
た
の
も
組
合
の
運
動

の
成
果
で
す
。

中
部
地
整
で
は
身
上
書
提
出

後
三
回
の
面
談
時
期
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
各
整
備
局
バ
ラ

バ
ラ
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
中

部
は
比
較
的
き
め
細
か
な
面
談

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

組
合
が
一
人
一
要
求
運
動
を
中

心
に
当
局
に
民
主
的
な
人
事
を

求
め
て
き
た
成
果
な
の
で
す
。

今
の
待
遇
で
充
分
だ
け
ど

今
の
待
遇
は
、
こ
れ
ま
で
全

建
労
・
国
交
労
組
が
運
動
し
、

当
局
が
動
い
て
築
き
上
げ
た
成

果
で
す
。
労
働
者
の
団
結
無
し

に
処
遇
改
善
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
省
庁
で
は
、
日
常
不
断
に

待
遇
改
善
を
求
め
労
使
双
方
が

関
係
機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
中
部
地
整
、
国
交
省

当
局
は
、
一
部
の
職
員
を
優
遇

す
る
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

処
遇
を
放
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
結
果
的
に
定
数
改

善
が
進
ま
ず
、
将
来
、
多
く
の

職
員
の
待
遇
が
悪
く
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

組
合
費
は
？

東
海
建
設
支
部
で
は
常
勤
職

員
で
月
額
三
○
○
○
円
代
～
五

五
○
○
円
で
す
。
賃
金
額
で
決

ま
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
別
途

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い(

Ｍ
七

三
一
ー
四
○
六

青
山)

。

新
し
く
中
部
地
方
整
備
局
で
働
く
こ
と
と
な
っ
た
皆
さ
ん
を
国

土
交
通
労
働
組
合
（
国
交
労
組
）
東
海
建
設
支
部
は
歓
迎
し
ま
す
。

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
、
国
交
労
組
は
国
土
交
通
省
に
働
く
全

て
の
労
働
者
、
建
設
業
界
で
働
く
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
国
交
労
組
加
入
が
、
職
場
の
課
題

を
い
ち
早
く
改
善
し
、
働
き
易
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

国
土
交
通
省
と
そ
の
関
係
機

関
で
働
く
職
員
で
組
織
す
る
国

家
公
務
員
法
（
国
公
法
）
で
認

め
ら
れ
た
職
員
団
体
で
す
。

国
土
交
通
省
に
直
接
雇
用
さ

れ
て
い
る
職
員
で
管
理
職
指
定

さ
れ
て
い
な
い
職
員
な
ら
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

青
年
交
流
集
会
や
活
動
を
通

じ
て
多
く
の
仲
間
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
要
求
を
大
切
に
、
運
動
を

行
い
ま
す
。
賃
金
要
求
、
増
員

要
求
、
制
度
要
求
、
物
品
要
求

な
ど
労
働
者
の
不
安
や
不
満
を

解
消
し
、
改
善
意
見
を
反
映
さ

せ
る
の
が
労
働
組
合
で
す
。
ま

た
、
労
働
金
庫
で
の
低
利
融
資

の
利
用
や
国
公
共
済
会
の
保
険

事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

待
遇
っ
て
改
善
さ
れ
る
の
？

組
合
員
と
非
組
合
員
で
待
遇

が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
組
合
の
組
織
率


